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〈研究 ノー ト〉

カナダにお ける北西海岸先住民ヌーチャヌルスの捕鯨 と先住権

岸 上 伸 啓

 <Notes on  Research> 

Whale Hunting and Indigenous Rights of a Northwest Coast 

 People  , Nuu-Chah-Nulth in Canada

Nobuhiro  Kis  higami*

   Northwest Coast peoples such as the Nuu-Chah-Nulth and Makah are known to have been 

whaling peoples historically, hunting gray and humpback whales well before contact with 

 Europeans  . While the Nuu-Chah-Nulth have not practiced whaling for over a century, the Makah 

resumed whaling in 1999 after a 70 year hiatus. This short paper considers the possibility of 

Nuu-Chah-Nulth's resumption of whaling in terms of indigenous rights and current social situations 

of aboriginal  nations  . The Maa-Nulth groups of the Nuu-Chah-Nulth concluded The Maa-Nulth 

Treaty with Governments of Canada and British Columbia, which was effective as of April, 2011. 

Nowhere in the treaty is there a mention of whaling  rights. They decided not to include whaling in 

the treaty in order to conclude negotiations as quickly as possible. Although it does not deny  possi-

bility of the revival of whaling, the Maa-Nulth people appear to have instead focused their priorities 

on economic aspects such as commercial fishing, logging, mining rights which will improve their life 

and economic conditions. Also, the tourism industry including whale watching and canoeing has 

been successful along the west coast of Vancouver Island for the past few  decades  . Considering the 

current situation, this author finds that Nuu-Chah-Nulth's resumption of the whale hunt will be very 

difficult for at least the next few decades.

はじめに

　 北 ア メ リカ 大 陸 北 西 海 岸 に居 住 す る 先 住 民 の 中 で ヌ ー チ ャ ヌ ル ス(Nuu-Chah-Nulth)

や マ カ ー(Makah)の 人 び と は 、捕 鯨 民 と して 知 られ て い る(Arima　 and　 Hoover　 2011;

Cote　 2010)1)。 彼 らは 欧 米 人 と接 触 を 開 始 す る は るか 以 前 か ら コ ク ク ジ ラや ザ トウ ク ジ ラ

の捕 獲 に従 事 して い た が 、1990年 代 に な る ま で 半 世 紀 以 上 にわ た り捕 鯨 を 中 断 し て い た 。
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岸上　〈研究ノー ト〉　カナダにおける北西海岸先住民ヌーチャヌルスの捕鯨と先住権

マ カ ー は1999年 に約70年 ぶ りに 捕 鯨 を 再 開 した が 、 ヌ ー チ ャ ヌル ス は現 在 に 至 る ま で1世

紀 以 上 も捕 鯨 を行 っ て い な い 。

　 ヌ ー チ ャ ヌ ル ス は か つ て ヌ ー トカ(Nootka)と 呼 ばれ て い た 民 族 で あ り、 マ カ ー は そ

の グル ー プの ひ とつ と見 る こ とが で き る。 現 在 で は 、 米 国 とカ ナ ダ の 間 に あ る国 境 に よ っ

て 分 断 され て い るが 、 ワ カ シ ャ ン語 族(Wakashan　 language　 family)に 属 し 言 語 や 文 化

の 点 で は 同 系 で あ る(Arima　 and　 Dewhirst　 1990;Renker　 and　 Gunther　 1990)。 な お 、

ヌ ー チ ャ ヌル ス は カ ナ ダ に属 し、 マ カ ー は 米 国 に 属 して い る。

　 米 国 ワ シ ン トン州 オ リン ピ ッ ク半 島 に 居 住 す る マ カ ー は 、 こ の地 域 で は も っ と も活 発 に

捕 鯨 を行 い 、 クジ ラを重 要 な食 料 資 源 としてきた 人 び とで あ る(秋 道1994:162-168;Renker

1996;Singh　 1956,1966;Swan　 1870)。 米 国 政 府 が か つ てマ カー の人 た ちと締 結 した ニアベ イ

条 約(1885年)の 中 に 、 捕 鯨 の 実施 は彼 らの 権 利 の 一 つ と して 明 記 され て い た。 この た め 、

1970年 代 以 降 の 米 国 政 府 は基 本 的 に反 捕 鯨 の 立 場 を 取 っ て い るが 、 マ カ ー の人 び と に よ る

捕 鯨 復 活 の 主 張 を 認 め ざ る を 得 な か っ た 。 米 国 政 府 と マ カ ー は 国 際 捕 鯨 委 員 会

(lnternational　 Whaling　 Commission)に お い て マ カ ー 社 会1こお け る騰 復 活 の 正 当性 を 主

張 し、 マ カー の 捕 鯨 を 「先 住 民 生 存 捕 鯨 」(aboriginal　subsistence　 whaling)と して認 め させ た

(岩 崎2011;浜 口2012;Renker　 1996)。 そ して マ カ ー の 人 び とは 、1999年 に約70年 ぶ り

に コ ク ク ジ ラ を捕 獲 し た が(Cote　 2010)、 捕 鯨 再 開 の 前 提 とな る環 境 影 響 評 価 が十 分 に な

され て い な い とい う理 由か ら環 境 保 護 団体 が 告 訴 を繰 り返 し行 な っ て い る。 こ の た め、 マ

カ ー の 人 び とは 、 捕 鯨 を再 び 中 断 し、 現 在 、 環 境 影 響 評 価 の結 果 が 出 る の を待 っ て い る と

ころ で あ る(浜 口2013)。

　 マ カー の 居 住 す るオ リンピック半 島 の北 方 にファン デ フカ 海 峡(Strait　 of　Juan　 de　Fuca)

を 隔 て て バ ン クー バ ー 島 が 存 在 して い る 。 そ の 西 海 岸 に沿 っ て 分 布 す る ヌ ー チ ャ ヌ ル ス の

人 び と も ま た昔 か らザ トウ ク ジ ラや コ ク ク ジ ラ を捕 獲 して き た 。 マ カー に よ る捕 鯨 の 再 開

は カ ナ ダ の ヌ ー チ ャ ヌ ル ス の人 び と に捕 鯨 再 開 へ の希 望 を与 え た 。 彼 ら も民 族 誌 的 に は捕

鯨 民 として 知 られ てきた が(Drucker　 1951)、 これ まで カナダ 政 府 らと条 約 を一 切 締 結 して こ な

か っ た た め、 捕 鯨 の実 施 に 関す る法 的 な根 拠 が 米 国 の マ カ ー ほ ど明 確 で は な か っ た 。

　 本 稿 の 目的 は 、 カナ ダ ・バ ン クー バ ー 島西 海 岸 に居 住 す る ヌ ー チ ャ ヌル ス の 捕 鯨 の 歴 史

を簡 単 に紹 介 す る こ と、 そ し て先 住 民 の権 利 と社 会 情 勢 の 視 点 か ら彼 らの 捕 鯨 の再 開 の動

き と可 能 性 に つ い て検 討 を加 え る こ とで あ る。 なお 、本 研 究 は 、 文 献 調 査 とバ ン クー バ ー

市 お よ び バ ン ク ー バ ー 島 の トフ ィ ノ、 ユ ク ル ー レ ッ ト、 ビ ク ト リ ア 市 に お け る イ ン タ

ビュ ー 調 査(2013.8.9～8.22)に 基 づ い て い る。

カナダ ・バンクーバー島西岸における捕鯨の歴史とヌーチャヌルス

カナダ ・バ ンクーバー島西海岸沿岸における鯨資源の利用は2000年 以上前か ら認められ
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るが、積極的に捕獲 を始めたのは今か ら1000年 ほど前と考えられている。バンクーバー島

西海岸沿岸やオ リンピック半島ニアベイの近海では、春になるとメキシコ沖からコククジ

ラが回遊 して くる。また、バンクーバー島のバークレー湾にはザ トウクジラが一年中、住

みついている。 このような生態学的条件のために、オ リンピック半島のマカーはおもにコ

ククジラを、バンクーバー島西部ではザ トウクジラや コククジラを捕獲 した(図1)。 北西

海岸地域では、バ ンクーバー島西岸 とオ リンピック半島周辺部のみが上記のクジラの回遊

経路であり、捕鯨を実施することができる生態学的条件を満たす数少ない場所であった2)。

図1.バ ン クー バ ー 島 周 辺 の 地 図(Huelsbeck(...2)を 基 に 作 成)

　考古学調査 によれば、米国 ワシントン州オ リンピック半島やバ ンクーバー島西岸では

1000年 以上 の長 きにわたって捕鯨が行 われてきたことが知 られている。ワシントン州オリン

ピック半島ニアベイの近 くで発見 されたオゼッテ(Ozette)村 遺跡は、西暦1750年 ごろに

泥流が同村の一部に流れ込み、廃村になるまで少な くとも1500年 以上にわたってマカーが

住んでいたと考えられている。この遺跡からは多数のコククジラとザ トウクジラの鯨骨が

出土 している。遺跡内の動物遺存体の分析 によると、クジラの肉や脂肪が全体の中で占め

る割合 は75%以 上であ り、それらは同村内で消費されるとともに、他村や他地域に交易さ

れたであろうと推定 されている。オゼ ッテ村の経済(食 料獲得)に おいては、捕鯨はきわ

めて重要な位置を占めていたと考えられている(Huelsbeck　 1988)。

　バンクーバー島西部 のバー クレー湾周辺で考古学調査 を実施 したマ クミランらによる

と、この地域で捕鯨が活発になるのは1000年 ほど前か らであるとい う。しかし、4000～
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5000年 前 の遺 跡 か ら も鯨 骨 が 出 土 し て お り、 そ の 開 始 時 期 は さ らに遡 る可 能 性 が あ る とい

う(Arndt　 2011;McMillan,　 McKechnie,　 St.Claire　 and　 Frederick　 2008;McMillan　 and

St.Claire　 2005,2012)。 モ ン クス(Monks)ら は 、 バ ー ク レー 湾 周 辺 で は 少 な く と も4000

年 前 か らク ジ ラ を利 用 し て い た こ と、 少 な く とも2500年 前 に は捕 鯨 が活 発 に行 わ れ て い た

こ と、 そ し て 主 要 な捕 獲 対 象 種 は ザ トウ クジ ラ で あ っ た こ と、 捕 鯨 が ヌ ー チ ャ ヌル ス 文 化

の 形 成 過 程 で 重 要 な 役 割 を果 た し た こ と な ど を指 摘 し た(Monks,　 McMillan　 and　 St.

Claire　2001)。 近 年 、 ア ー ン ド(Arndt)は バ ー ク レー 湾 地 域 に あ る テ ィ シ ャ ー(Ts'

ishaa)遺 跡 とフ ー イ ー(Huu7ii)遺 跡 か ら出 土 し た鯨 骨 をDNA分 析 に よ っ て 同 定 した 結

果 、 ク ジ ラ の 出 土 物 の約79%が ザ トウ ク ジ ラで あ り、 コ ク ク ジ ラ は13%で あ っ た と報 告 し

て い る。 さ らに 、 通 時 的 に見 て ザ トウ ク ジ ラの 出 土 の 頻 度 や パ ター ン は5000年 の 間 大 き な

変 化 を見 せ て い な い 点 か ら、 ヌ ー チ ャヌ ル ス の 祖 先 は お よ そ5000年 前 か らザ トウ クジ ラ を

捕 獲 して い た 可 能 性 が 高 い とい う大 胆 な結 論 を導 き 出 して い る3)(Arndt　 2011)。

　 バ ン ク ー バ ー 島 西 岸 の 北 中部 に あ るヌ ー トカ 湾 地 域 で も古 くか ら捕 鯨 が 行 わ れ て い た

が 、 考 古 学 調 査 が ほ とん ど行 わ れ て い ない た め に、 詳 しい こ とは 分 か っ て は い な い 。 しか

し 、 ヌ ー トカ 島 の ユ ク ォ ッ ト(Yuquot)周 辺 に は 木 製 人 形 や 人 間 の頭 蓋 骨 が 安 置 され て

い る 「捕 鯨 者 の 神 聖 な 場 所 」(whalers'shrine)が 多 数 あ る こ とか ら も、 捕 鯨 が 重 要 な 活

動 で あ っ た こ と が推 定 で き る(Jonaitis　 1999,2000)。 バ ン クー バ ー 島 西 海 岸 で は 地 域 差

が 見 られ 、 同 島 西 海 岸 の 中 部 や 南 部 の 集 団 が 北 部 の 集 団 よ り も捕 鯨 に 深 く係 わ っ て い た

(Monks,　 McMillan　 and　 St.Claire　 2001)o

　 歴 史 資 料 や 民 族 誌 に よ っ て も、 バ ン クー バ ー 島 西 岸 に 分 布 す る ヌ ー チ ャ ヌル ス は捕 鯨 に

従 事 し て い た こ と が 、 知 ら れ て い る(Arima　 1988;Arima　 and　 Hoover　 2001;Drucker

1951,1955)。 こ の地 域 の捕 鯨 の 特 徴 は 、 ク ジ ラ に 鈷 を打 つ 者(harpooner)と して 捕 鯨 に

従 事 で き るの は伝 統 的 に 首長 層 だ け で あ っ た とい う点 で あ る。 渡 辺 仁 は、 この 地 域 で は 海

獣 狩 猟 の 中 で も捕 鯨 が 特 殊 化 を遂 げ 、 上 部 階 層 の 専 業 とな っ て い る点 を 指 摘 し た(渡 辺

1990:25;Watanabe　 1983,1988)。 捕 鯨 チ ー フ と呼 ばれ る 世 襲 の 地 位 が あ り、 捕 鯨 チ ー フ

の 家 に 生 まれ た 男 た ち の み が 鈷 打 ち と し て捕 鯨 に従 事 で き た4)。複 数 の 捕 鯨 チ ー フ の 中 で

も特 定 の捕 鯨 チ ー フ が 捕 鯨 に 成 功 す る こ と は 、彼 が ほ か の 捕 鯨 チ ー フ に比 ぺ て よ り強 力 な

霊 力 を持 ち 、 ク ジ ラ を 引 き 寄 せ る か らだ と考 え られ て い た 。 こ の よ うに、 この 捕 鯨 は 、信

仰 や 儀 礼 と も深 く結 び 付 い て お り、 単 な る経 済 活 動 で は な か っ た 。 ま た 、 捕 鯨 の 成 功 率 は

あ ま り高 く は な か っ た が 、 クジ ラ を1頭 捕 獲 す る と村 内 だ け で は消 費 で き な い 大 量 の 肉や

脂 肪 を入 手 で き た 。 そ れ ら は 近 隣 や 遠 隔 地 の 村 々 に贈 与 や 交 易 に よ っ て 流 通 し た 。 捕 鯨

チ ー フ は捕 鯨 の成 功 とそ の成 果 の 一 部 を 贈 与 す る こ と に よ っ て 彼 の社 会 的 地 位 が 人 び とに

承 認 され 、 社 会 的威 信 を獲 得 す る と と も に、 交 易 に よ っ て 富 を蓄 積 す る こ とが で き た。 す

な わ ち 、捕 鯨 の成 功 は 捕 鯨 チ ー フ の社 会 的 地 位 や 威 信 、 富 の 蓄 積 と深 く関 係 して い た。 こ

の よ うに ヌ ー チ ャ ヌ ル ス の捕 鯨 は儀 礼 や 社 会 的 地 位 、 威 信 、 経 済 力 な ど と結 び つ い た活 動
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であった(Curtis　 1916;Swanson　 1956;cf.Arima　 1988)。

　 しかし19世紀末までにヌーチャヌルスの捕鯨 は衰退 し、中断していた。その原因は、一

説によると、欧米人による商業捕鯨の結果、コククジラやザ トウクジラな どが激減 したた

めだといわれているが5)、最近では、異なる説が有力 にな りつつある。ブリティッシュ ・

コロンビア州沿岸で本格的な商業捕鯨が始 まったのは1905年 頃のことであり6)、ヌーチャ

ヌルスの捕鯨は同地域で商業捕鯨が開始 され る以前にすでに衰退 していた。バ ンクーバー

島バー クレー湾周辺で長年、発掘調査を行ってきたマクミランは、民族誌や言語学か らの

情報 を渉猟 し、それ らの総合を試みた。彼 は、18世 紀末から始まった欧米人 との接触 に

よって伝染病が蔓延 したことや集団間の争いが激化 したことなどが原因で人 口の減少や再

編成が起 こったことや、ラッコな どの毛皮交易が人びとに莫大な富 をもた らした ことな

ど、大きな社会変化が見 られた点に着 目した。これ らの変化 と連動して、バー クレー湾周

辺の人びとは小規模 になった複数の集団が合併 したことにより、人びとはより広い地域を

自由に利用できるようにな り、冬には海から遠 く離れたポー トアルバー二地域で過 ごし、

夏には河川や海岸でサケ漁 に従事す るようになった。すなわち、生業がクジラ猟からサケ

漁 に重点が移 ったとい うのである。 このようにヌーチャヌルスの捕鯨の衰退は、人 口減少

による社会の再編成や毛皮交易の進展、サケ漁が重要になったことなどの複合的な要因の

結果であると考え られるのである(McMillan　 1999)。 そして最後 の捕鯨か ら100年 以上

たった現在でも、ヌーチャヌルスの捕鯨は中断中である。

ヌーチャヌルスによる先住権獲得運動の展開と捕鯨再開運動

　 ヌ ー チ ャ ヌ ル ス の 人 び とが 、1990年 代 に入 り、 先 住 民 と し て の 権 利 の 獲 得 に乗 り出 す と

ほ ぼ 同 じ 時期 に捕 鯨 再 開 の 動 き も活 発 に な っ た 。 そ の運 動 の 中 心 的 な人 物 は、 フ ー エ イ ア

ト ・フ ァ ー ス ト ・ネ ー シ ョ ン(Huu-ay-aht　 First　Nation)の 世 襲 の 捕 鯨 チ ー フ で あ る ト

ム ・ハ ッ ピ イ ヌ ー ク(Tom　 Happynook)で あ っ た 。 彼 は 、1998年3月 にバ ン ク ー バ ー 島

の ビ ク ト リア 市 に 捕 鯨 者 の代 表 を 世 界 中 か ら集 め 、 第1回 「世 界 捕 鯨 者 会 議 」(The　 First

Assembly　 of　the　World　 Council　 of　Whalers)を 開催 した 中 心 人 物 の一 人 で あ っ た 。 ハ ッ

ピ イ ヌ ー ク は 、 捕 鯨 の 経 済 的 な 重 要 性 と と も に 、 捕 鯨 活 動 の 社 会 ・文 化 的 機 能 の 重 要 性 を

強 調 し て い る。 す な わ ち 、彼 は、 人 び とが 捕 鯨 活 動 の さ ま ざま な プ ロセ ス に参 加 す る こ と

に よ り、 社 会 的 な絆 が 深 め られ 、 精 神 性 を た か め、 伝 統 的 な信 仰 を深 め る こ とが で き る と

主 張 して いる(岩 崎2011:210)。 で は 、 彼 らの捕 鯨 再 開 とい う主 張 が 、 ブ リティッシ ュ ・コロン

ビ ア州 政 府 や カ ナ ダ 政 府 との 交 渉 の 中 で どの よ うに展 開 し て い っ た の だ ろ うか 。

　 バ ン ク ー バ ー 島 の ヌ ー チ ャ ヌ ル ス の 中 の5つ の グル ー プ が 集 ま り、 マ ー ヌル ス ・フ ァー ス

ト・ネ ー シ ョ ン7)(Maa-Nulth　 First　Nation、 ヌ ー チ ャ ヌ ル ス 全 人 口7500名 の う ち約2000

名)と して1994年2月 よ りブ リテ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビア 州 政 府 とカ ナ ダ 政 府 を 相 手 に土 地
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の所有権や天然資源の利用などに関して交渉を行ない、「マーヌルス条約」(The　 Maa-Nulth

Treaty)8)を締結 し、最終合意はついに2011年4月1日 に発効 した。 しかし、捕鯨の権利 は同

最終合意書には明記されてお らず、政治交渉から意図的に外 されたようにも見える9)。

マーヌルス条約 と捕鯨

　 マ ー ヌ ル ス 条 約 は 、 マ ー ヌ ル ス が享 受 で き る先 住 民 の 諸 権 利 に つ い て の カ ナ ダ政 府 と ブ

リテ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビ ア州 政 府 、 マ ー ヌル ス ・フ ァー ス ト・ネ ー シ ョ ンの 間 で の 合 意 書

で あ る 。 マ ー ヌル ス ・フ ァー ス ト・ネ ー シ ョン と は、 ヌ ー チ ャ ヌル ス の 中 の フ ー エ イ ア ト ・

フ ァ ー ス ト ・ネ ー シ ョン 、 トク ゥア ト ・ネ ー シ ョ ン(Toquaht　 Nation)、 カ ユ ク トチ ェ ク

ト レセ ト ・フ ァー ス ト・ネ ー シ ョン ズ(Ka:'yu:'k't'h'/Chek'tles7et'h'First　 Nations)、 ユ

チ ュ ク レ サ ト ・ トラ イ ブ(Uchucklesaht　 Tribe)、 ユ ク ル ー レ ッ ト ・フ ァー ス ト ・ネ ー

シ ョン(Ucluelet　 First　Nation)の5つ の グル ー プ か ら構 成 され て い る(図2)。

ヌーチャヌルス

その他

マー ヌルス・

フアースト・ネ

　 ション

その他

フーヱイアト・

プアースF・

ネーシ3ン

トクゥアト・ネー

　　ション

カユクトチェクト

レセト・ファー ス

ト・ネーションズ

ーチュレクサ

ト・トライブ

ユクルーレッ

ト・ファースト・

ネーション

図2.ヌ ー チ ャ ヌ ル ス と マー ヌ ル ス ・フ ァー ス ト ・ネ ー シ ョ ンの 関係

　 これ らの5つ の グル ー プ は お も にバ ン ク ー バ ー 島 西 岸 の バ ー ク レー 湾 お よ び キ ュ コ ッ ト

湾 周 辺 に伝 統 的 な 領 域 や 土 地 を持 つ グル ー プ で あ る。 現 在 、 彼 ら は 、 バ ム フ ィ ー ル ド、

ポ ー トアル バ ー 二 、 ユ クル ー レ ッ ト、 キ ャ ンベ ル リバ ー 、 キ ュ コ ッ ト湾 内 の 島 に住 ん で い

る 。 人 口 は合 わ せ て約2000人 で あ る。 そ の うち フ ー エ イ ア ト ・フ ァー ス ト ・ネ ー シ ョン の

登 録 成 員 総 数 は608名 で あ る 。 約100名 が バ ム フ ィ ー ル ドか ら約12km離 れ た ア ナ ク ラ ・リ

ザ ー ブ に住 む が 、 それ 以 外 は グ ラ ッ プ ラー や サ リタ 、 ドジ ャ ー ズ コー プ な ど の他 の リザ ー

ブ に分 散 して 暮 ら し て い る 。 カ ユ ク トチ ェ ク トレセ ト ・フ ァー ス ト・ネ ー シ ョ ン の登 録 メ

ンバ ー は 約500名 で あ る 。 約150名 が キ ュ コ ッ トの リザ ー ブ の 中 に住 ん で い る が 、 大 半 は

キ ャ ンベ ル リバ ー や ナ ナ イ モ 、 コー トニ ー 、 ビ ク トリア 、 バ ン クー バ ー 、 シ ア トル な ど広

域 に 分 散 し て 居 住 し て い る。 トク ゥ ア ト ・ネ ー シ ョ ンの 登 録 成 員 総 数 は115名 で あ る が 、8

名 の み が ユ クル ー レ ッ トの 町 の近 く に あ る リザ ー ブ に住 み 、107名 は リザ ー ブ 外 に住 ん で

い る。 ユ チ ュ ク レサ ト ・ トライ ブ の 登 録 成 員 総 数 は約180名 で あ る。20名 が コ ウイ シ ュル

ス ・リザ ー ブ か ヒル タ チ ス ・リザ ー ブ の い ず れ か に住 み 、 そ れ 以 外 の160名 は リザ ー ブ の 外
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で 生 活 して い る 。 ユ クル ー レ ッ ト ・フ ァー ス ト ・ネ ー シ ョン の 登 録 成 員 総 数 は約600名 で

あ り、 そ の うち の205名 が リザ ー ブ 内 で 、393名 が リザ ー ブ外 で 生 活 し て い る(The　 First

Nations　 of　Maa-nulth　 Treaty　 Society　 n.d)o

　 マ ー ヌ ル ス条 約 の 内容 は 、 土 地 、 金 銭 的 補 償 、 林 業 、 野 生 動 植 物 と鳥 類 、魚 類 、 文 化 遺

産 、 統 治 、課 税 な ど につ い て の 取 り決 め で あ る10)。そ の 条 約 の 最 終 合 意 書 を読 む 限 り、 土

地 の所 有 、 補 償 金 、 統 治 、 商 業 漁 業 や 林 業 、 地 下 資 源 の 開発 に 関 す る諸 権 利 の 実 現 が 中 心

とな っ て お り、 捕 鯨 に 関 す る文 言 は一 切 見 られ な い 。 す な わ ち 、合 意 内容 は 人 び との 生 活

を安 定 させ る た め の経 済 的 な側 面 に力 点 が あ る よ うに見 え る。 捕 鯨 再 開 に 関 して 、 唯 一 、

拡 大 解 釈 で き る 部 分 は 、 第10章 の 漁 業 に 関 す る箇 所 で あ る。 同 章 の10.1.1.に は 「各 マ ー

ヌル ス ・フ ァー ス ト・ネ ー シ ョ ン は 、 こ の合 意 に従 っ て 、 自家 消 費 目的(食 料 、 社 会 的 お

よ び儀 礼 的 目的)で 魚 類 や 水 生 植 物 を 自 ら の漁 業 領 域 で とる権 利 を 有 す る 」 と あ る 。 そ し

て 魚 類 は 、 同 最 終 合 意 書 の 最 後 に あ る語 彙 定 義 に よると、 次 の よ うに 定 義 され て い る 。

魚 類 と はa.魚

　 　 　 　 　 b.貝 、 甲 殻 類 、 海 生 動 物(marine　 animals)

　 　 　 　 　 c,貝 、 甲殻 類 、 海 生 動 物 の 一 部 分

　 　 　 　 　 d,魚 、 貝 、 甲殻 類 、 海 生 動 物 の 卵 、精 子 、艀 化 し た ば か りの も の 、 幼 生 、

　 　 　 　 　 　 　 子 供 、 未 成 熟 段 階 の も の 、成 熟 段 階 の も の

この定義 に従 うと、魚類の中に海生動物が入 ってお り、鯨類もこの中に入ると考 えられ

る。 しかし、現段階ではこの箇所 は広義に解釈されてはいない。

　マーヌルスの人び とは、この条約を交渉する過程で、条約内容を有利 にかつできるだけ

早期に締結 させ るために11)、環境団体や動物愛護団体が猛反対す る捕鯨に関する権利を条

約の中に盛 り込むことを2006年 時点で断念 した。マーヌス条約 の中には捕鯨が人び との権

利 として明記 されていないが,ヌ ーチャヌルスの捕鯨再開を主導した捕鯨チー フの トム ・

ハ ッピーヌークらは、捕鯨 の再開を完全にあきらめたわけではない。彼は、副次的合意 と

して向こう25年の うちに現在、決まっている諸権利の一部 を放棄す る代わ りに捕鯨 の権利

を認めてもらう可能性が残っている点を強調している。

小結

　マーヌルス ・ファース ト・ネーションが、カナダ政府や ブリティッシュ・コロンビア州 を

相手に捕鯨再開の交渉を うまく進めたとしても、その実現のためには、環境影響評価を数

年かけて実施 しなければな らない。仮にその結果、捕鯨が容認されたとしても、米国のマ

カーの場合のように環境保護団体や動物愛護団体が反捕鯨運動を大々的に展開することが
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予想される。また、現在、バ ンクーバー島西部の トフィノやユクルーレッ トは、カナダ西

部を代表する保養地 とな り、年間100万 人以上が訪れる場所である。そこではホエール ・

ウォッチ ングなど自然を売 り物にする観光産業が盛んに行われてお り、地元の人び との最

大の収入源 となっている。例 えば、 トフィノにおけるホエール ・ウォッチ ングは年間600

万～800万 カナ ダ・ドル の売 り上げを誇っている(Russell　 2001:204)。 大半 の事業主は

ヨー ロッパ系カナダ人か米国人であるが、同地域に居住 しているマーヌルス ・ファース

ト・ネーシ ョンの人びとも間接的に経済的な恩恵を預かっている。

　マーヌルス条約に基づけば、捕鯨の再開は法的には不可能ではないが、諸権利 について

の交渉過程や最終合意書を読む限 りでは、マーヌルスの代表団は、人び との生活や経済状

態の向上に直結する商業漁業や林業、地下資源開発な どから得 られる利益の確保 を、捕鯨

の再開よりも優先しているよ うに考えられる。 このような状況の中、ヌーチャヌルスの人

びとが果たして捕鯨再開を積極的に行 うかどうかはきわめて疑問であるといわざるを得な

い。しかしながら、アラスカのイヌ ピアットやカナダ ・イヌイッ トの捕鯨の実施 を参考に

すると、捕鯨の実施は先住民 のエスニック ・アイデンティティ(ethnic　 identity)に 深 く関

わっているため(岸 上2012,2013)、 条約の履行によってヌーチャヌルスの経済状態が良 くな

り、経済的な余裕が生 まれると捕鯨再開の動きが活発 になり、復活す る可能性がある12)。

　私 自身は、当事者である先住民の人び とが彼 らの捕鯨の再開や継続を望 んでい るなら

ば、その動 きを文化人類学者 としてできる限 り支援 したい と考える。ヌーチャヌルスの捕

鯨再開について、今後の成 り行 きを見守 りたい。

注

1)言 語学 者 の 中 山俊 秀 氏 は 「ヌー チ ャー ッヌ ヒ」(中 山n.d)と 、 金子 亨 氏 は 「ヌー ・チ ャ ・ヌ

　 ヒ」(金 子n.d)と 表記 してい るが 、本稿 で は現地 で現 在使 用 され てい る英 語発 音 に従 う。

2)民 族 誌 的 には、 海岸 に打 ち上 げ られ た寄 りクジ ラの利 用 は報告 され て い るが、 バ ン クー バー 島

　 西岸 地 域 とオ リンピ ッ ク半 島沿岸 部 の北 西海 岸先 住民 以外 の グルー プに よ る活発 な捕鯨 はあま

　 り知 られ てい な い。 しか し、考 古 学的 にはオ レゴ ン州北 部 のパ ー テ ィー(Par-Tee)遺 跡 か ら

　 は、ザ トウ クジ ラの骨 が出 土 してお り、1300か ら1600年 前 には捕鯨 を行 なっ てい た こ とが動 物

　 遺存 体 のDNA分 析 か ら指摘 され て い る(Losey　 and　Yang　 2007)。 その ため、 クジ ラが近 くを

　 回遊 してい る地 域 で は、捕鯨 を実 施 して い た可能性 が あ る。

3)北 太 平洋 地 域 にお け る捕鯨 の起 源 は、2万 年 前 か ら多数 生息 して い たが、 人 間 の捕獲 に よって

　 絶 滅 したス テ ラー海 牛(Steller's　 sea　cow)の 狩 猟 で は ない か との説 が あ る(Domning1972)。

4)捕 鯨 のや り方 につい て は、 ア リマ(Arima　 1988:18-22)を 読 まれ たい 。

5)遠 距 離 を 回遊 す るコ ク クジラ は、北太 平 洋や 北極 海 での商 業捕 鯨 で捕獲 され、 頭数 が減 少 した

　 可 能 性 はあるが 、ヌー チャヌル スが お もな捕 獲 対 象 としてきたザ トウクジラは ほぼ 一 年 中 、 バ ン

　 クーバ ー 島西部 海岸 周辺 に住 み つい て い るため 、1905年 以 前 は商業 捕鯨 の影 響 を直 接 的 に受 け

　 てい た と考 える こ とは難 しい。
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6)バ ン クーバ ー 島 では 、1868年 か ら約6年 間 、 ザ トウクジ ラ を捕 獲対 象 として沿 岸 商業 捕鯨 が実

　 施 され た こ とが あ っ た が、1871年 にブ リテ ッィ シ ュ ・コ ロン ビア州 が カナ ダ連 邦 に加 盟 す る

　 と、 カナ ダ の海洋 法 に よっ て爆弾 を利 用 した捕 鯨 は禁 止 され た。 このた め ビク トリア市 に本 拠

　 を置 く投 資 家 た ち は、 捕 鯨 か ら手 を引 き、 ア ザ ラ シ猟 に投 資 先 を転 向 した(The　 Maritime

　 Museum　 of　British　Columbiaの 展示 キャ プシ ョンか らの情報)。

7)「 マー ヌル ス」 とは、 「(バンクー バ ー 島)沿 岸 部 の村 々」(villages　along　the　coast)を 意 味

　 す る。

8)先 住 民 族 のネー シ ョン(国 家)と カナ ダ とい うネー シ ョン(国 家)と の間 での 取 り決 めで あ る

　 ため、 条約 とい う表 現 が使 用 され てい る。

9)カ ナ ダ は1982年 に 国際 捕鯨 委 員 会(IWC)を 脱 会 し、現 在 は オ ブザ ーバ ー と して参加 して い

　 る。 した が っ て 、 カナ ダ の先 住 民 に よ る捕 鯨 は、IWCが 管 轄 し て い る 「先 住 民 生 存 捕鯨 」

　 　(aboriginal　subsistence　 whaling)で はな い。 現在 、 カナ ダ極 北 地域 に住 む イ ヌイ ッ ト ・イ ヌ

　 ヴィアル イ ッ トは1990年 代 に捕鯨 を再 開 し、 ヌナ ヴー ト準 州 とヌナ ヴィ ク地 域(ケ ベ ッ ク州極

　 北部)で は ホ ッキ ョク クジ ラの捕 獲 が行 われ てい る。 詳 し くは、岩 崎(2005)や 岸上(2013)

　 を参 照 され たい。

10)マ ー ヌル ス条約 の最終 合 意 書 は、 カナ ダ政 府 先住 民 局 の下 記 の ウエ ブサ イ トで読 む こ とが で

　 きる。http://www.aadnc-aandc.gc.ca/DAM/DAM-INTER-BC/STAGING/texte-text/mna_fa

　_mnafa_1335899212893_eng.pdf

11)ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロン ビア州 にお け る先 住 民族 に よ る諸 権利 の 交渉 は、6段 階 に分 け られ 、

　 それ が 条約 とな り、発 効 され るまで に は非 常 に長 い時 間 を要す る。現 時点 で 、 同州 にお いて条

　 約 に関 して最終 合意 まで到 達 したの は、私 が知 る限 り、 ニス ガ(Nishga)と マー ヌル ス だ けで

　 ある。

12)た とえば、 先住 民 生存 捕 鯨 として 商業 性 が否 定 され て い る 「イヌ ピア ッ トの捕鯨 」 の継 続 的

　 実施 は 、捕 鯨 に か か る経 費 をま か な うため の石 油 会 社 か らの配 当金や 安 定 した 収入 が前提 と

　 な っ て い る。 マ ー ヌル ス の 場 合 に も捕 鯨 を行 な うた め の 資金 の確保 が不 可 欠 で あ る。 そ の上

　 で 、マ ー ヌル ス先住 民 団体 か らの捕鯨 者 へ の経 済 的な支 援や カナ ダ政府 か らの政 治的 な支 援 が

　 必要 で あ る と考 え る。
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